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ゲノム編集は、タンパク質からなる TALEN (Transcription activator-like effector nuclease)やタンパ

ク質/RNA 複合体である CRISPR (Clustered Regulatory interspaced short palindromic repeats)/Cas9 

(Crispr associated protein 9)などの配列特異的な人工ヌクレアーゼ（ゲノム編集酵素）を細胞内へ導

入することでゲノム DNAを改変する技術である。外来遺伝子がゲノム DNAに組み込まれる遺伝

子組換えとは異なり、ゲノム編集によって変異が導入された作物には外来遺伝子が残存しないと

いう特徴があり、ゲノム編集は新しい品種改良法として期待されている。 

植物は、動物などと異なり、クチクラ層やワックス層、さらに細胞壁などの構造物を有してい

る。そのため、動物などで用いられている生体高分子導入法では、植物細胞へ外から直接タンパ

ク質あるいはタンパク質/RNA複合体としてゲノム編集酵素を導入することは困難であった。その

ため、これまではゲノム編集酵素遺伝子を DNA として植物細胞に導入して機能させた後、導入遺

伝子を戻し交配などによって除去し、さらに無いことを証明する必要があった。しかし、ライフ

サイクルの長い樹木や栄養繁殖性の作物では次世代を取得することが困難であるため、導入した

DNA を除去できないといった問題がある。そこで、私たちは温度制御マルチガスプラズマジェッ

ト(プラズマコンセプト東京、PCT-DFPJ02)を用いて無傷の植物組織に大気圧プラズマ照射するこ

とで、植物細胞へ直接タンパク質などの生体高分子を導入する技術を開発した(Yanagawa et al, 

2017, PLoS One 12 (2) e0171942; WO2018-016217)。さらに、このプラズマ法を用いて、タバコ及び

イネのレポーター植物の細胞にゲノム編集酵素(Cas9/single guide RNA複合体)を導入し、レポータ

ー遺伝子の改変に成功した (特願 2019-206239)。 

本講演会では、プラズマ法を用いた植物のゲノム編集について、最新の成果を報告する。 
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